
山
∇

長
登
銅
山
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
口
県
美
祢
郡
美
東
町
長
登

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年
度
調
査
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
入
月
を

一
九
九
二
年

３
　
発
掘
機
関
　
　
美
東
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
池
田
善
文

５
　
遺
跡
の
種
類
　
銅
生
産
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
を

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
登
銅
山
跡
は
、
山
口
県
中
央
に
位
置
す
る
カ
ル
ス
ト
台
地
秋
吉
台
の
東
麓

に
あ
た
り
、
東
西

一
・
六
�
、

南
北
二
血
の
範
囲
内
に
、
古
代

か
ら
昭
和
期
に
わ
た
る
採
鉱
跡

盆

五
群
）
や
製
錬
跡

（七
カ
所
）

が
所
在
す
る
。
な
か
で
も
、
長

登
集
落
か
ら
西
に
細
長
く
入
り

日

込
む
大
切
谷
と
、
そ
の
谷
頭
に

仙

位
置
す
る
標
ケ
葉
山

一
帯
が
、

古
代
の
産
釦
遺
跡
（採
鉱
・
製
錬

さ、●`、 ミ`
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1991年出上の木簡

跡
）
と
し
て
把
握
で
き
、

推
定

一
五
ｈａ
あ
ま
り
の
広
さ
と
な
る
。

一
九
九
〇
年
度
の
調
査
で
、
約

一
五
〇
点
の
木
筒
が
初
め
て
出
土
し
、
そ
の

内
容
か
ら
、
官
営
の
鋼
製
錬
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
木
簡
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
木
簡
研
究
』

一
三
号
で
概
要
を
報
告
し
た
よ

う
に
、
調

・
庸
の
付
札
、
官
衛
内
で
働
く
技
術
者
グ
ル
ー
プ
が
生
産
し
た
銅
塊

製
品
の
付
札
、
官
衝
内
に
搬
入
さ
れ
た
炭

・
和
炭
の
記
録
、
官
衛
内
で
の
米
の

支
給
や
灰
竃
の
築
造
、　
逃
亡
者
の
数
を
記
し
た
文
書
木
簡
な
ど
が
あ
る

（赤
外

線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
よ
る
再
調
査
に
よ
り
若
千
釈
文
の
修
正
を
行
な
っ
た
。
美
東
町
教

育
委
員
会

『
長
登
銅
山
跡
１
』
を
参
照
さ
れ
た
い
）。　
ま
た
、　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、

耐
火
粘
上
の
採
取
坑
群
や
製
錬
炉
跡
、
選
鉱
場
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
須
恵
器

・

土
師
器
の
他
に
緑
釉
陶
器

・
六
連
式
製
塩
土
器

・
多
奴
の
木
製
品
や
鹿
骨
が
出

上
し
て
い
る
。　
製
錬
関
係
遺
物
と
し
て
は
、　
羽
口

・
炉
壁
片

・
要
石

・
握
槌

（叩
き
石
）
。
酸
化
銅

（孔
雀
石
）
・
硫
化
鉱

・
松
明
片
な
ど
が
あ
る
。

一
九
九

一
年
度
の
調
査
は
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
の
重
要
遺
跡
確
認
緊
急

調
査
の
第
三
年
次
に
あ
た
る
。
遺
跡
が
広
大
で
あ
り
、
な
お
か
つ
深
い
所
で
四

を
五
ｍ
の
堆
積
上
が
あ

っ
て
、
未
だ
遺
跡
の
全
体
像
把
握
に
至
っ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、　
一
九
九

一
年
度
も
遺
跡
の
範
囲
と
遺
構
分
布
を
探
る
目
的
で
、

北
限
域
を
中
心
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。

調
査
の
結
果
、
大
切
谷
の
北
側
斜
面

（大
切
Ⅲ
Ｂ
区
３
Ｔ
）
に
、
焼
土
坑
と
こ

れ
に
伴
う
と
み
ら
れ
る
溝
状
遺
構
を
検
出
し
た
。
焼
土
坑
は
径

一
・
五
ｍ
、
深

さ
四
〇
銀
の
浅
い
皿
状
で
、
炭
か
鉱
石
を
焼
い
た
焼
竃
と
推
定
で
き
る
。
な
お
、

171M

ⅢB区 lT東壁土層図



こ
の
北
側
斜
面
か
ら
南
の
谷

へ
向

っ
て
設
定
し
た
幅
三
ｍ
、
長
さ
二
〇
ｍ
の
Ⅲ

Ｂ
区
ｌ
Ｔ
は
、
谷
筋
で
地
表
下
三
ｍ
あ
ま
り
も
落
ち
込
み
、
谷
底
か
ら
八
世
紀

の
須
恵
器

・
土
師
器

・
若
干
の
木
製
品

・
石
製
品

・
桃
核
な
ど
が
出
上
し
た
。

厚
く
堆
積
し
た
か
ら
み
（銅
滓
）
混
り
の
上
層
か
ら
は
、
緑
釉
陶
器
や
墨
書
土
器

「□
合
」
も
出
上
し
て
い
る
。

木
筒
は
、
地
表
下
三

・
八
ｍ
、
標
高

一
七
〇

・
四
五
ｍ
の
レ
ベ
ル
か
ら

一
点

の
み
出
上
し
た
。
谷
底
は
、
花
開
岩
塊
や
真
砂
上
の
地
山
で
、
こ
の
上
に
厚
さ

三
ぞ

一
〇
伽
の
遺
物
包
合
層

（茶
裾
色
木
暦
層
）
や
砂
層
が
相
互
に
堆
積
し
て
お

り
、
木
簡
は
こ
の
中
位
か
ら

「佐
美
郷
」
と
書
か
れ
た
面
を
上
に
し
て
出
土
し

た
。　
一
九
九
〇
年
度
に
木
簡
が
多
数
出
土
し
た
大
切
Ⅲ
Ｃ
区
２
Ｔ
（旧
来
の
報
告

で
は
大
切
Ⅲ
②
区
ま
た
は
Ⅲ
１
２
区
と
表
記
し
て
い
た
が
、　
一
九
九
二
年
四
月
以
降
は
、

大
切
Ⅲ
ｃ
区
２
Ｔ
と
改
称
す
る
）
の
地
点
と
、　
土
層
の
様
相
が
酷
似
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
上
層
の
レ
ベ
ル
は
、
西
北
か
ら
東
南
方
向
に
僅
か
に
低
く
な
っ
て
お

り
、
古
代
の
谷
筋
の
な
だ
ら
か
な
傾
斜
地
と
推
定
で
き
る
が
、
Ⅲ
Ｂ
区
ｌ
Ｔ
の

谷
底
は
、
後
の
時
期
の
排
水
溝
や
暗
渠
排
水
溝
の
掘
削
に
よ
っ
て
大
幅
に
改
変

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
遺
物
包
含
層
が
幅

一
・
五
ｍ
程
度
か
ろ
う
じ
て

残
存
し
て
い
た
も
の
で
、
木
簡
な
ど
の
出
土
は
撓
幸
と
い
う
ほ
か
な
い
。
こ
の

地
点
は
、
大
切
谷
の
本
筋
に
あ
た
る
た
め
、
常
に
谷
水
の
流
路
と
な
っ
て
い
た

と
推
定
で
き
る
。

こ
の
Ⅲ
Ｂ
区
か
ら
西
方
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
出
の
斜
面
に
は
、
三
〇
数
力
所
の
採
鉱

跡
坑
日
が
点
在
し
て
お
り
、
発
掘
調
査
と
並
行
し
て
こ
れ
ら
の
坑
道
の
調
査
を

行
な
っ
た
。
枢
ケ
葉
山
山
頂
附
近
に
所
在
す
る
露
天
掘
跡
の
底
は
、
さ
ら
に
横

坑
や
立
坑
が
複
雑
に
掘
削
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
斜
面
の
坑
口
に
も
通
じ
て
い

る
。
い
わ
ば
、
山
全
体
が
蟻
の
巣
状
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
坑
内
か
ら
八
世
紀

前
葉
の
須
恵
器
を
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
、
長
登
銅
山
の
製
錬
と
採
鉱
が

一
貫

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

|
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1991年出上の木簡

「
　
　
　
　
　
　
　
天
平
三
年
九
月

①
　
・

＜
佐
美
郷
槻
原
里
庸
米
六
斗
」

。「＜
剛４

続球権斗
　
　
　
」

木
簡
は
、
出
上
し
た
当
初
は
全
体
的
に
黒
褐
色
を
塁
し
、
文
字
は
鮮
明
で
な

か
っ
た
が
、
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
数
回
の
染
み
抜
き
に
よ
っ
て
、
肉
眼
で
も
判
読

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
材
質
は
杉
柾
目
。
下
端
部
は
、
表
裏
両
面
か
ら
押
し

切

っ
て
い
る
が
、
切
断
す
る
面
が
ず
れ
て
粗
雑
な
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
文
字

は
、
郷
里
か
ら
書
き
出
し
、
裏
に
二
人
分
の
氏
名
を
併
記
し
た
が
余
白
が
な
い

の
で
、
年
号
は
表
の
余
白
に
追
記
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
郡
名
を

省
略
し
て
い
る
の
で
、
郡
以
下
の
機
関
で
作
成
さ
れ
、
長
登
官
行
に
搬
入
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「佐
美
郷
」
は
、
『
和
名
抄
』
に
記
載
の
あ
る
美
祢
郡
の
郷
名

「作
美
郷
」

と
同

一
で
あ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
が
、
美
祢
郡
内
に
サ
ミ
の
比
定
地
が
見

つ

か
ら
な
い
の
で
、
従
来
か
ら
山
陽
道
と
山
陰
道
を
連
絡
す
る
道
の
駅
家
で
あ
る

阿
武
郡

「参
見
」
を
あ
て
る
の
が

一
般
的
で
あ

っ
た
。
参
見
（現
在
の
萩
市
三
見
）

は
、
長
登
銅
山
跡
の
西
北
に
あ
た
り
、
地
形
は
美
祢
郡
と
同
様
の
山
地
系
で
あ

る
の
で
、
当
時
は
美
祢
郡
に
編
入
さ
れ
て
い
た
と
考
え
れ
ば

（近
藤
清
石

『
防
長

風
上
記
し
、
最
も
有
力
な
比
定
地
と
い
え
る
が
、
美
祢
郡
域
が
日
本
海
ま
で
及

ぶ
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
対
す
る
異
論
も
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
詳
細
な
検
討
が

ド
ｏ
ω
×

卜
〇
×

∞
　

〇
∞
中

行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
の
研
究
に
待
ち
た
い
。

な
お
、

「槻
原
」
も

該
当
地
は
不
明
で
あ
る
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
山
口
大
学
の
八
木
充
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（池
田
善
文
）




